
質
問
　
近
年
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
は
、

防
災
面
、
防
犯
面
、
衛
生

面
な
ど
の
問
題
に
加
え
、

地
域
の
景
観
を
損
ね
る
な

ど
多
方
面
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
国
で
は
27

年
に
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
、
「
空

き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
」
で
財
政
支
援
も
行
っ

て
い
る
。
町

に
は
悪
影
響

を
及
ぼ
す
特

定
空
き
家
に

相
当
す
る
も

の
も
あ
り
、

除
却
や
利
活

用
を
進
め
る

と
と
も
に
、

そ
の
発
生
を

抑
制
す
る
取

り
組
み
も
重

要
で
あ
る
。
空
き
家
対
策

の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

町
長
　
町
で
は
、
28
年
度

に
全
町
内
を
対
象
に
空
き

家
の
実
態
調
査
を
行
い
、

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
毎

年
現
地
調
査
を
し
た
上
で
、

改
善
を
促
し
て
い
る
。
危

険
な
家
屋
に
は
、
税
率
を

上
げ
る
こ
と
や
、
条
例
の

発
動
で
家
屋
の
撤
去
を
行

う
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が

強
権
で
あ
り
、
慎
重
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、

空
き
家
に
つ
い
て
は
国
や

都
、
民
間
事
業
者
と
連
携

を
図
り
、
町
に
適
し
た
空

き
家
対
策
を
さ
ら
に
研
究

し
て
い
く
。
最
後
に
、
空

き
家
に
つ
い
て
は
こ
の
ま

ま
で
良
い
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

空
き
家
対
策
の

取
り
組
み
を
問
う

町
に
適
し
た
空
き
家
対
策
を

さ
ら
に
研
究
し
て
い
く

小
川
　
龍
美
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

住宅関連助成・補助制度に
ついて

小山　典男　議員（自民新政会） 質
問
　
住
宅
関
連
助
成
・

補
助
制
度
の
住
宅
改
修
補

助
制
度
は
平
成
28
年
度
、

住
宅
用
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ

機
器
購
入
費
助
成
金
制
度

は
３0
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
終

了
と
な
っ
た
。

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
済
状
況
を
考
慮
し
、
地

で
き
る
限
り
の
支
援
に
努

め
て
い
る
。
住
宅
改
修
補

助
制
度
な
ど
の
再
開
の
提

案
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

優
先
順
位
の
高
い
、
進
め

ざ
る
を
得
な
い
各
種
補

助
・
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
る
中
で
、
困
難
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
住
民
の
生
活
と
健

康
を
守
り
、
将
来
を
見
据

え
た
必
要
な
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
も
、
町
と
し
て
住

宅
改
修
補
助
制
度
、
住
宅

用
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器

購
入
費
助
成
金
制
度
の
再

開
を
提
案
す
る
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
町
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
町
民
、

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

事
業
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

学
校
の
感
染
対
策
な
ど
、

太陽光パネルが設置された住宅

空き家をポケットパークとして整備してい
る福井県越前町の事例

補助制度の再開は
困難と言わざるを得ない

町長
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選出の6名により行われた調査部の会議

政策研究会・調査部を発足

コミュニティバスについて
町交通担当職員と意見交換JRと都へ要望書を送付

　令和3年4月から施行された議会基本条例に基づき設置された政策研究会に「広報広
聴機能を担う組織体制について研究するべきでは」との提案があり、10月14日に協議
が始まりました。目的は、議会の発信力
や住民の皆さまからの意見の聴取機能を
さらに向上させるための組織づくりです。
早速、研究会では選出された6名による調
査部を設置しました。今後、オンライン
視察も活用し、議会モニターやSNSの活
用など、制度の実施やICT等導入、情報機
器の活用について、先進自治体の取り組
みなどを調査していきます。

出席者：�小山�典男、小川�龍美、
　　　　森�亘、石川�修、榎本�義輝、
　　　　村山�正利、下澤�章夫

リーダー：小川�龍美　　サブリーダー：大坪�国広
スタッフ：森�亘、下野�義子、村上�嘉男、香取�幸子

　12月７日、コミュニティバスを所管
する町の公共交通担当職員と意見交換を
行いました。担当職員から現状報告がな
された後、委員からはバス利用者の声や
先進地の調査内容を報告しました。
　当委員会では町の公共交通体制が充実
するようにさら
に調査研究を進
めていきます。

（JR東日本八王子支社長などへの主な要望内容）
JR八高線について
①東京方面直通電車の運転継続　
②朝夕ラッシュ時の増発と24時台の運行
③新駅設置
④駅員の無人時間帯の解消
⑤可動式ホーム柵の整備
⑥複線化の実現

（都知事への主な要望）
　多摩都市モノレール
箱根ケ崎方面延伸の早期
実現

議会の広報広聴機能を強化へ

交通対策特別委員会 活動報告

ギカイのひろば Vol.23115


